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研究成果の概要（和文）：高齢者長期縦断疫学(SONIC)研究における、70,80,90歳の対象者における認知機能障
害やフレイルなど老年症候群をアウトカムにすることで健康寿命延伸のための各年代の高血圧治療管理基準を明
らかにすることを目的とした。解析の結果、70歳ではSBPが高いほどに、90歳ではSBPが低いほどに認知機能が低
下していた。SBPが低い程認知機能が高くなる傾向は、降圧薬服用をしていない非フレイル群のみにしか認めら
れず、降圧薬を服用しているフレイル群においてはDBPが低い程に有意に認知機能が低くなる傾向が認められ
た。超高齢者およびフレイル者での過降圧は認知機能の低下をもたらす可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate the association of blood 
pressure (BP) level with physical frailty status and cognitive function among 70, 80 and 90 years 
old community dwelling Japanese. Community-dwelling older people aged 70±1 (n=1000), 80±1 (n=978) 
and 90±1 (n=272) years participated in the invitation survey, SONIC study. BP, grip strength, 
8-feet gait speed and cognitive function (MOCA-J) were examined on site. The physical frailty was 
assessed by the CHS criteria. Trend-analysis showed that subjects with higher SBP had lower MOCA-J 
score in age 70 years and subjects with lower SBP had lower MOCA-J score in age 90 years. These 
significant trends were seen only in the participants with antihypertensive treatment. Frailty 
status modified these trends. According to these results, BP target values should be set up by 
considering age differences. The causal relationship should be clarified whether the cognitive 
decline is caused by excessive reduction of BP.
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１．研究開始当初の背景 
我が国では今後、後期高齢者・超高齢者が非
常に増加するためこれらに対する高血圧な
どの生活習慣病の診療が医療の中で大きな
ウェイトを占める。しかしながら超高齢者に
対する高血圧の治療管理基準に対するエビ
デンスは乏しいため、超高齢者が非常に多い
我が国においてエビデンスに基づく血圧管
理目標値の設定は重要である。また高血圧や
糖尿病といった生活習慣病は認知症、フレイ
ルといった老年症候群との密接な関連が指
摘されているため、健康寿命に直結する認知
症やフレイルを起こさない高血圧管理基準
を明らかにすることも非常に重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究は高血圧治療に関して、我々が健康長
寿の要因探求のために行っている高齢者長
期縦断疫学(SONIC)研究における、70,80,90
歳の対象者における認知機能障害やフレイ
ルなど老化関連疾患の発症・進展をアウトカ
ムにした解析することで健康寿命延伸のた
めの各年代の高血圧治療管理基準を明らか
にする。 
 
３．研究の方法 
対象者は SONIC 研究に参加した地域住民

70±1歳 1000 人、80±1歳 973 人、90±1歳
272 人である。調査会場にて、血圧および軽
度認知障害に鋭敏な MoCA-J による認知機
能検査、握力と歩行速度を測定した。血圧値
を収縮期血圧(SBP): ≤119, 120-139, 140-159, 
≥160mmHg、拡張期血圧(DBP): ≤69, 70-79, 
80-89, ≥90mmHgに分類し MoCA-J 得点
(MoCA)との関連を横断的に検討した。さら
に握力と歩行速度より身体的フレイル有無
を判定し、フレイル有無別に血圧値と認知機
能の関連を検討した。これに加え、各年代の
3 年後調査に参加した対象者について MoCA
を評価し、それぞれの血圧レベル別に MoCA
低下の程度を縦断的に比較した 
 
４．研究成果 
横断的解析では、血圧平均値は 70 歳

140/79mmHg, 80 歳 146/77, 90 歳 140/72、
身体的フレイル有 143/76, 無 143/79 であっ
た。MoCA平均値は70歳23.5点、80歳21.8、
90 歳 18.1、フレイル有 21.3, 無 23.3 であっ
た。傾向検定の結果 70 歳において SBP が高
いほど有意に MoCA は低く、逆に 90 歳では
SBP が低いほど MoCA は低いという傾向が
示された。降圧薬内服有無で層別した場合、
内服群にのみ同様の傾向を認めた。DBP では
全年代に MoCA との関連はなかった。全年代
を身体的フレイル有無別で検討したところ、
非フレイル群では SBP が高いほど MoCA は
低いが、この関連性は降圧薬なし群のみで認
められた。また、フレイル群の服薬あり群で
はDBPが低いほどにMOCAが有意に低い傾
向であった。次に縦断的解析において、3 年

後に認知機能が低下した者は 70 歳 37.9％、
90 歳 41.2％であった。認知機能低下者の割
合は、SBP レベル別に比較した場合に差はな
く、ベースライン認知機能と 3 年後低下量に
も相関は認められなかった。90 歳で 3 年後認
知機能が低下した者の変化量については、ベ
ースライン SBP が高い程に認知機能低下量
が大きくなる傾向が有意に認められた。70
歳ではこれらの関連はみられなかった。3 年
後の追跡率が約 60%と低かったことが縦断
解析の結果に影響した可能性がある。 

70 歳では SBP が高いほどに認知機能が低
いという関連性が認められたが、90 歳では
SBP が低いほどに認知機能が低くなるとい
う逆の関連性が認められた。また、SBP が低
い程認知機能が高くなる傾向は、降圧薬服用
をしていない非フレイル群のみにしか認め
られず、さらに降圧薬を服用しているフレイ
ル群においては DBP が低い程に有意に認知
機能が低くなる傾向が認められた。これらの
結果から、超高齢者およびフレイル者での過
降圧は認知機能の低下をもたらす可能性が
横断的解析で示唆された。これより特に超高
齢者では SBP で 120mmHg 未満の降圧は認
知機能を悪化させる可能性があるため年代
ごとに降圧基準値を設定することが重要で
あることが示唆された。 
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